
 

 

 

 

 

 

 

主催：臨床実践に役立つ理論研究会 

開催日：2021年 12月 5日（日） 

10：00～16：00  （途中，昼休み 1時間） 

 

作業療法士はクライエントの機能面だけでなく、作業に対する変化を引き出します。作業をどのように

とらえ、変化を見逃さないため、またそれを引き出すためにどのようなポイントや評価があるのでしょう

か。 

作業療法の実践理論である人間作業モデル（MOHO）では，クライアントの作業への取り組みを支援す

るための作業療法士の言動や振る舞い方だけでなく、クライエントが作業に取り組む側面と変化につい

ても示されています。今回は、クライエントの作業への取り組みのとらえ方と日々の臨床の中で取り入れ

ていけるよう解説し、皆さんと一緒に考えていきます。 

 

 

会場：オンラインセミナー（Zoom） 

  

対象：作業療法士，作業療法学生 （領域は問いません） 

 

講師：笹田 哲先生（神奈川県立保健福祉大学大学院 教授） 

 

参加費：作業療法士   4,000円 作業療法学生 1,000円 

生涯教育ポイント：１ポイント 

申し込期間：2021年 12月 2日（木）まで 

定員：30名 

定員に達した場合は、キャンセル待ちをお願いすることがございます。 

希望される方に少しでも多くご参加頂けるようキャンセルの際は必ずご連絡お願い致します 

 

申し込方法：uottip456@gmail.com まで以下の内容を添えてメールでお申し込下さい。 

申し込み後に、参加のための詳細についてご連絡いたしますので gmail.com からのメール

を受信できるように設定してください. 

 

メール記載内容 

件名：2021年 12月 5日参加申し込み 

1．氏名  

2．所属  

3．連絡先メールアドレス （PDF ファイルが添付出来るもの） 

【オンライン】作業のみかた・とらえ方 

－観察と関わり方のポイント－ 

mailto:uottip456@gmail.com

